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李
　
　
　 

虎
　 

男

　
中
国
に
お
け
る
「
新
農
村
運
動
」
の
展
開

　
１
９
７
０
年
代
、
韓
国
で
は
セ
マ
ウ
ル
（
新
農
村
）

運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
約
30
年
が
経
っ
た
現

在
、
中
国
で
は
「
新
農
村
建
設
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
打
ち
出
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
も
相
次
い

で
提
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
韓
国
の
「
セ
マ
ウ

ル
」
の
経
験
を
学
ぶ
た
め
に
、
毎
年
、
35
万
人
前
後
の

中
国
人
が
韓
国
を
訪
れ
る
。

　
中
国
が
打
ち
出
し
た
「
新
農
村
建
設
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
歴
史
は
建
国
直

後
に
ま
で
遡
る
。
１
９
５
０
年
以
後
、
中
国
は
「
新
農
村

建
設
」
を
国
家
的
政
策
と
し
て
掲
げ
、
農
村
を
再
建
す

る
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
、
わ
ず
か
３
年
足
ら

ず
で
、
大
規
模
な
自
然
災
害
に
よ
っ
て
そ
の
計
画
は
完

全
に
「
餓
死
」
し
て
し
ま
っ
た
。
３
年
間
続
い
た
深
刻
な

自
然
災
害
を
勝
ち
抜
け
た
の
も
、
や
は
り
農
村
に
お
け

る「
三
自
一
包
」政
策
で
あ
っ
た
。
小
平
の
有
名
な「
猫

論
」
も
こ
の
時
期
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
結
局
、
農
村
で
展
開
さ
れ
た
「
社
会
主
義

教
養
運
動
」
が
、
文
化
大
革
命
を
引
き
起
こ
す
一
つ
の

導
火
線
と
な
っ
た
。
文
化
大
革
命
時
代
で
も
「
大
寨
を

学
ぼ
う
」
と
い
う
運
動
が
全
国
的
な
旗
印
と
な
っ
た

が
、
こ
れ
も
新
農
村
建
設
の
運
動
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
中
国
の
改
革
開
放
も
農
村
が
出
発
点
で
あ
っ
た
。

近
代
化
を
目
指
す
ブ
ー
ム
が
起
き
、
都
市
部
で
沸
き

立
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
発
展
の
た
め
に
重
要
な
基
盤

を
提
供
し
た
農
村
が
、
い
つ
の
間
に
か
活
気
を
失
い
、

都
市
部
と
農
村
と
の
貧
富
格
差
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
つ

つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
部
の
近
代
化
を
押
し
て
き

　
　
中
国
に
お
け
る
「
新
農
村
運
動
」
の
変
遷

た
農
村
部
が
、
い
ま
や
都
市
部
の
足
を
引
っ
張
る
、
と

い
う
悪
循
環
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。

　
中
央
政
府
は
一
貫
し
て
農
村
重
視
政
策
を
実
施
し
た
。

２
０
０
４
年
か
ら
中
央
政
府
が
発
表
す
る
第
１
号
文
件

は
、「
三
農
問
題
」
に
関
す
る
政
策
だ
。
す
な
わ
ち
、
農

業
、
農
村
、
農
民
問
題
の
「
三
農
問
題
」
で
あ
る
。
中
央

電
視
台
で
は
胡
錦
濤
国
家
主
席
、
温
家
宝
総
理
な
ど
の

指
導
者
が
常
に
農
民
と
共
に
い
る
姿
を
放
映
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
中
国
に
お
け
る
「
三
農
問
題
」
は
、
い
か
に
深

刻
な
問
題
で
あ
る
か
を
表
し
て
い
る
。
農
村
人
口
が
８

億
人
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
中
国
の
復
興
は
、
ま

さ
に
農
村
の
復
興
に
よ
る
し
か
な
い
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
か
ろ
う
。

可
視
化
さ
れ
た
政
府
の
新
農
村
建
設
の
政
策

　
中
国
は
い
つ
頃
か
ら
「
新
農
村
建
設
」
に
対
し
て
関

心
を
持
ち
始
め
た
の
か
。
今
年
２
月
、
北
京
で
新
農
村

建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
深
く
関
与
し
て
来
た
専
門
家
と

意
見
を
交
わ
す
機
会
が
あ
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
中
国

が
韓
国
の
セ
マ
ウ
ル
運
動
に
関
心
を
持
ち
始
め
た
の

は
、
１
９
９
３
年
北
京
で
開
催
さ
れ
た
農
業
政
策
に
関

す
る
国
際
会
議
で
韓
国
学
者
が
初
め
て
セ
マ
ウ
ル
運
動

を
紹
介
し
、
参
加
し
た
中
国
学
者
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
、
深
い
関
心
を
持
ち
始
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
彼
も
こ
の
会
議
に
参
加
し
、
初
め
て
韓
国
の
セ
マ

ウ
ル
運
動
に
触
れ
た
の
で
あ
る
。
１
９
９
４
年
中
国
農

業
部
代
表
団
の
一
員
と
し
て
韓
国
を
訪
れ
、
セ
マ
ウ
ル

運
動
の
経
験
を
考
察
し
、
そ
の
後
も
、
数
十
回
韓
国
に

赴
き
、
セ
マ
ウ
ル
運
動
に
つ
い
て
事
例
研
究
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
、
中
国
の
農
業
問
題
専
門
家
、
農
業
大
学

の
学
長
、
大
学
研
究
者
な
ど
高
級
公
務
員
を
相
次
い
で

韓
国
に
派
遣
し
、
セ
マ
ウ
ル
運
動
を
研
究
さ
せ
た
。
さ

ら
に
、
韓
国
の
セ
マ
ウ
ル
運
動
に
つ
い
て
の
資
料
、
報

告
書
、
研
究
論
文
な
ど
を
政
府
機
関
に
報
告
し
、
セ
マ

ウ
ル
運
動
に
つ
い
て
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
２
０
０
０
年
中
央
政
策
研
究
室
主
任
を
団
長
と
す

る
政
府
高
位
代
表
団
が
韓
国
を
訪
れ
、
セ
マ
ウ
ル
運
動

に
携
わ
っ
た
専
門
家
と
会
談
し
た
。
帰
国
後
政
府
に
対

し
、
セ
マ
ウ
ル
運
動
を
正
式
に
政
府
の
政
策
と
し
て
採

用
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
政
府
は
、
彼
ら
の
提
案
を
正

式
に
採
択
し
、
「
中
国
版
セ
マ
ウ
ル
運
動
」
が
本
格
的

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
中
国
版
の
「
韓
国
の
セ
マ
ウ
ル
運
動
」

　
８
億
人
と
言
わ
れ
る
農
民
は
、
建
国
し
て
か
ら
半
世

紀
以
上
が
経
っ
て
か
ら
「
富
国
強
兵
」
と
い
う
中
国
の

運
命
を
左
右
す
る
歴
史
的
舞
台
に
再
登
場
し
た
。
中
国

は「
和
諧
社
会
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
打
ち
出
し
、第

11
次
５
ヶ
年
計
画
の
重
要
な
目
標
の
一
つ
と
し
て
「
新

農
村
建
設
」
を
前
面
に
押
し
出
し
た
。
そ
の
後
、
開
か

れ
た
第
10
期
全
国
政
治
協
商
会
議
第
４
次
会
議
と
第
10

回
全
国
人
民
代
表
大
会
で
、「
社
会
主
義
新
農
村
建
設
」

に
関
す
る
計
画
が
論
議
さ
れ
た
。す
な
わ
ち
、「
三
農
問

題
」
が
中
国
の
持
続
的
な
発
展
の
可
否
を
握
る
核
心
的

な
問
題
と
し
て
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。

　
１
９
７
０
年
代
の
最
大
課
題
は
、「
温
飽
問
題
」で
あ

る
と
す
れ
ば
、
現
在
、
中
国
が
抱
え
て
い
る
最
大
の
課

題
は
、「
三
農
問
題
」
で
あ
る
。
１
９
７
０
年
代
末
、

小
平
が
「
先
富
論
」
を
打
ち
出
し
、
中
国
は
飛
躍
的
な

経
済
発
展
を
築
き
上
げ
た
。胡
錦
濤
指
導
部
は
、「
共
同

富
裕
論
」
を
提
唱
す
る
。「
共
同
富
裕
論
」
は
、「
先
富

論
」
に
よ
っ
て
疎
外
さ
れ
た
階
層
に
も
富
を
拡
大
さ
せ

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
核
心
的
問
題
が
、「
三
農
問
題
」

で
あ
る
。
こ
の
20
年
間
、
先
富
論
に
人
々
の
意
識
が
集

中
し
た
た
め
、
貧
富
格
差
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
、
持
続

的
な
成
長
を
塞
ぐ
癌
細
胞
と
し
て
大
き
く
成
長
し
た
の
で

あ
る
。
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都
市
と
農
村
人
口
の
所
得
格
差
は
、
こ
れ
以
上
無
視

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
至
っ
た
。
中
国
統

計
年
鑑
に
よ
れ
ば
、
１
９
８
５
年
、
中
国
都
市
部
と
農

村
の
１
人
当
り
年
平
均
所
得
格
差
は
１
・
95
対
１
と

な
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
、
そ
れ
が
３
・
２
対
１
ま
で

拡
大
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
上
海
市
民
の
１
人
当
り
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
４
万
元
を
超
え
た
が
、
所
得
最
下
位
地
域
で
あ

る
貴
州
省
農
村
住
民
の
１
人
当
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
１
７
２
２

元
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
差
は
23
倍
に
な
っ
て
い
る
。

　
貧
富
格
差
は
、
幾
多
の
社
会
問
題
を
生
み
出
す
の
で

あ
る
。
第
一
が
政
治
的
な
不
安
定
さ
で
あ
る
。
経
済
の

立
ち
後
れ
に
よ
る
地
方
財
政
の
逼
迫
は
、
準
租
税
の
過

多
な
徴
収
と
基
層
政
府
官
僚
の
腐
敗
に
つ
な
が
る
。
開

発
に
よ
る
土
地
補
償
は
ま
と
も
に
成
り
立
た
な
く
な
っ

て
お
り
、
農
民
の
不
満
が
噴
出
す
る
地
域
も
多
い
。
最

近
統
計
に
よ
る
と
、
１
９
９
２
年
に
は
１
件
に
過
ぎ
な

か
っ
た
50
人
以
上
の
集
団
デ
モ
が
、
去
年
は
８
万
７
千

件
に
ま
で
急
増
し
た
。
そ
の
殆
ど
は
農
民
デ
モ
で
あ

る
。
２
０
０
４
年
に
四
川
省
で
農
民
10
万
人
が
、
水
力

発
電
所
建
設
用
土
地
収
容
補
償
デ
モ
を
起
し
た
事
件

や
、
２
０
０
５
年
１
月
に
広
東
省
で
土
地
強
制
収
用
に

不
満
を
持
つ
農
民
５
千
人
が
石
と
私
製
爆
弾
を
投
げ
る

大
規
模
な
デ
モ
を
起
し
た
事
件
な
ど
が
代
表
的
な
例
で

あ
る
。
こ
の
数
年
間
、
こ
う
し
た
デ
モ
が
頻
繁
に
発
生

し
て
い
る
。

　
第
二
は
経
済
的
な
負
担
の
大
き
さ
で
あ
る
。
こ
の
数

年
間
、
中
国
経
済
は
年
平
均
９
％
と
い
う
高
度
成
長
を

続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
成
長
は
沿
海
地
域
を
中

心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
大
陸
内
地
を
含
め
た
全
体

的
な
成
長
を
意
味
し
な
い
。
中
国
の
統
計
年
鑑
に
よ
れ

ば
、
中
国
農
村
人
口
は
、
全
体
人
口
の
58
・
２
％
、
約

８
億
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
社
会
科
学
院
の
朴
光

姫
博
士
は
、「
都
市
部
に
分
類
さ
れ
た
地
域
の
農
民
ま

で
加
え
れ
ば
、
農
業
従
事
者
は
８
億
人
を
超
え
る
」
と

分
析
し
て
い
る
。こ
の
膨
大
な
貧
困
地
域
を「
扶
養
」せ

ざ
る
え
な
い
負
担
は
、
確
か
に
大
き
い
。
政
府
は
こ
れ

か
ら
５
年
間
、
毎
年
２
万
人
ず
つ
総
10
万
人
の
大
学
卒

業
生
を
選
抜
し
、
農
村
で
２
〜
３
年
間
、
教
育
、
地
域

事
業
支
援
、
医
療
活
動
サ
ポ
ー
ト
な
ど
貧
困
退
治
事
業

(

三
支
一
扶)

を
推
進
す
る
と
発
表
し
た
。
こ
れ
以
外
に

も
、
農
村
就
業
を
奨
励
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
村

支
援
の
事
業
を
行
わ
れ
て
い
る
が
、
実
効
性
に
関
し
て

は
今
の
と
こ
ろ
微
弱
な
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　
第
三
が
、
農
村
を
離
脱
し
た
農
民
労
働
者
に
よ
っ
て

発
生
す
る
社
会
問
題
で
あ
る
。
確
か
に
、
解
体
さ
れ
つ

つ
あ
る
農
村
を
離
れ
た
農
民
が
、
結
局
、
豊
か
な
都
市

に
寄
り
集
ま
り
、
都
市
貧
民
層
と
な
る
。
そ
の
数
も
毎

年
急
増
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
中
国
で
は
、
彼
ら
を
「
農

民
工
」
と
呼
ぶ
。
彼
ら
は
、
大
部
分
が
中
学
校
卒
業
以

下
の
低
学
歴
者
で
あ
り
、
大
都
市
の
戸
籍
も
な
い
た
め

就
職
も
難
し
い
。
戸
口
問
題
の
た
め
、
子
ど
も
の
入
学

に
も
制
約
が
多
く
、
住
宅
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
な

い
。
殆
ど
の
工
事
労
働
者
は
、
働
き
な
が
ら
ス
ラ
ム
街

で
暮
し
、
犯
罪
者
に
転
落
す
る
場
合
が
多
い
。
今
後
、
農

村
離
脱
が
加
速
化
さ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
農
民
工
が
大

量
に
都
市
部
に
流
入
し
、
大
量
の
失
業
者
に
転
落
す
る

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
中
国
政
府
は
農

民
と
農
村
を
育
成
さ
せ
、
自
己
救
済
策
を
用
意
す
る
計

画
を
立
て
た
。
そ
の
内
容
は
、「
現
代
式
農
業
発
展
」、

「
農
民
所
得
増
大
」、「
農
村
環
境
改
善
」、「
新
農
民
育

成
」、「
農
業
及
び
農
村
財
政
投
入
増
大
」、「
農
村
改
革

深
化
」
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
北
京
大
学
の
林
毅

夫
教
授
は
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
こ
の
計
画
が
完
成
さ

れ
る
だ
ろ
う
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
政
府
は
、
第
11
次

５
ヶ
年
計
画
期
間
中
、
最
初
の
３
年
間
に
そ
の
具
体
的

な
目
標
を
実
現
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
　
　
８
億
農
民
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

　
中
国
社
会
科
学
院
の
馬
俊
偉
研
究
員
は
、「
韓
国
の

セ
マ
ウ
ル
運
動
が
中
国
の
農
村
建
設
の
モ
デ
ル
に
な
る

と
思
う
」
と
自
信
に
溢
れ
る
見
解
を
筆
者
に
述
べ
た
。

そ
れ
な
ら
、
中
国
農
村
に
、
韓
国
の
セ
マ
ウ
ル
運
動
の

よ
う
に
成
功
を
収
め
る
の
か
。
中
国
の
セ
マ
ウ
ル
運
動

は
、
一
つ
の
「
近
代
化
啓
蒙
運
動
」
と
言
え
る
。
そ
の

根
拠
は
、
自
律
的
な
共
同
体
精
神
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
韓
国
に
お
け
る
セ
マ
ウ
ル

運
動
は
、
人
為
的
な
集
団
精
神
で
は
な
く
、
自
律
的
な

共
同
体
精
神
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
都
市
部
と
農
村
部
の
貧
富
格
差
が
あ
ま
り
大
き
く

な
い
状
況
で
、韓
国
国
民
が
、「
よ
り
豊
か
な
生
活
環
境

を
作
ろ
う
」
と
い
う
共
感
が
あ
っ
た
た
め
、
都
市
部
と

農
村
が
と
も
に
発
展
し
、
セ
マ
ウ
ル
運
動
は
成
功
し
た

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
中
国
の
場
合
は
、
韓
国
と
は
状
況
が
か
な

り
異
な
る
。
確
か
に
、
都
市
部
は
経
済
力
な
ど
が
強
い

が
、
農
村
部
は
殆
ど
消
え
て
行
く
一
方
の
道
を
辿
っ
て

い
る
。
中
国
学
者
の
中
か
ら
、
新
た
な
新
農
村
を
建
設

す
る
た
め
に
は
、
か
つ
て
の
「
合
作
社
」
経
験
を
発
展

さ
せ
、
集
団
化
で
推
し
進
め
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
も

あ
る
。
し
か
し
、
集
団
化
体
制
の
導
入
に
よ
っ
て
農
民

の
認
識
構
造
が
変
わ
り
う
る
の
か
、
果
た
し
て
８
億
農

民
が
自
律
的
に
共
同
体
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
結
局
、
中
国
版
「
セ
マ
ウ
ル
運
動
」
が

成
功
す
る
の
か
否
か
は
、
政
府
か
ら
の
投
資
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
最
も
重
要
な

こ
と
は
、
農
民
の
積
極
性
を
如
何
に
引
き
起
こ
し
、
自

律
的
な
協
力
精
神
を
高
め
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
当
然
、
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
政

策
の
推
進
と
現
在
の
政
策
転
換
が
先
行
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
韓
国
の
セ
マ
ウ
ル
運
動
は
、
決
し
て
強
い
国
力
を

土
台
に
成
り
立
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
今
の

中
国
は
新
農
村
建
設
に
投
資
す
る
国
力
は
あ
る
し
、
こ

れ
か
ら
新
農
村
建
設
に
、
か
な
り
投
資
す
る
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
最
も
重
要
な
の
は
、
農
民
自
分

の
問
題
で
あ
る
。
結
局
、
韓
国
の
セ
マ
ウ
ル
運
動
で
学

ぶ
も
の
は
、
形
式
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
自
律
的
な
協

力
精
神
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
リ
　
コ
ナ
ン
・
中
国
朝
鮮
半
島
研
究
会
副
秘
書
長
）
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